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で
す
が
、
第
一
の
苦
労
は
、
食
糧
の
絶
対
量
の
不
足
で

す
。
粥
食
一
食
分
で
一
日
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

労
働
の
下
請
け
、
農
家
の
手
伝
い
等
、
喰
い
伸
ば
し
に
必

死
で
し
た
。

つ
ぎ
に
良
民
が
と
き
た
ま
暴
走
族
に
化
す
こ
と
で
す
。

武
器
な
き
兵
隊
こ
そ
あ
わ
れ
で
す
。
黙
っ
て
、
取
ら
れ
る

の
を
見
る
の
み
で
す
。

や
っ
と
引
揚
げ
の
日
程
が
き
ま
り
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

上
海
｜
博
多
｜
東
京
へ
と
帰
国
し
、
東
京
か
ら
家
族
の
疎

開
先
の
前
橋
ま
で
探
し
求
め
、
涙
の
対
面
で
す
。
し
ば
ら

く
し
て
東
京
の
焼
跡
へ
立
ち
戻
り
、
掘
立
小
屋
を
建
て
、

見
よ
う
見
真
似
で
靴
の
修
理
を
始
め
ま
し
た
。

一
年
ほ
ど
経
ち
原
料
の
仕
入
れ
も
分
か
り
始
め
た
の
で

個
人
靴
の
注
文
販
売
を
始
め
ま
し
た
。
婦
人
靴
の
、
特
に

ダ
ン
ス
靴
の
販
売
が
当
た
り
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
は
材
料
不
足
で
し
ば
ら
く
は
手
も
足
も
出
ま
せ

ん
で
し
た
。

落
ち
着
い
て
か
ら
結
婚
し
、
現
在
、
一
男
二
女
に
恵
ま

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
世
帯
を
持
ち
元
気
で
生
活
し
て
お
り
ま

す
。冒

頭
、
申
し
上
げ
た
よ
う
に
郷
土
部
隊
で
な
か
っ
た
た

め
、
戦
友
会
は
結
成
で
き
ず
、
開
催
も
な
く
淋
し
く
思
う

日
も
あ
り
ま
す
。

二
度
と
戦
争
の
無
い
よ
う
に
家
族
と
も
ど
も
語
り
あ
っ

て
い
ま
す
。

戦
争
と
自
分

過
ぎ
た
時
間
は
二
度
と
来
な
い

一
）

佐
賀
県

中

島

富

夫

私
は
、
陶
器
市
で
有
名
な
佐
賀
県
有
田
町
で
、
陶
器
製

造
を
し
て
い
る
家
に
生
ま
れ
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）

年
六
月
十
日
、
小
学
校
五
年
生
の
時
「
時
の
記
念
日
」
の

標
語
の
募
集
が
あ
り
『
過
ぎ
た
時
間
は
二
度
と
来
な
い
』

と
題
し
て
応
募
、
佐
賀
県
教
育
委
員
会
よ
り
表
彰
を
受
け

た
。
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忘
れ
も
し
な
い
翌
年
五
月
八
日
、
陶
器
市
が
済
ん
だ
日

に
、
近
所
の
子
供
の
火
遊
び
が
原
因
で
家
が
全
焼
し
た
。

四
男
一
女
の
子
沢
山
の
父
は
大
変
な
苦
労
で
あ
っ
た
と
い

う
。
そ
の
た
め
私
は
、
鍼
灸
師
の
叔
父
の
家
の
見
習
弟
子

と
し
て
修
業
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
く
ら
叔
父
・

甥
の
間
柄
で
も
修
業
と
徒
弟
と
し
て
の
こ
と
は
特
に
厳
し

い
日
々
で
あ
り
、
夜
逃
げ
同
様
に
し
て
叔
父
の
家
を
飛
び

出
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
十
二
年
九
月
十
日
頃
、
父
が
突
然
叔
父
宅
に
現
わ

れ
た
。
私
は
「
父
が
私
を
迎
え
に
来
て
く
れ
た
か
、
や
っ

ぱ
り
親
だ
」
と
思
う
間
も
な
く
、
先
生
で
あ
る
叔
父
は
大

声
で
「
よ
く
聞
け
、
お
前
の
父
親
は
戦
争
に
行
く
召
集
令

状
が
来
た
の
だ
、
逃
げ
た
り
隠
れ
た
り
し
な
い
で
、
こ
こ

で
頑
張
り
ま
す
と
誓
え

」
私
は
し
ば
ら
く
黙
っ
て
い
た

が
「
ハ
イ
、
や
り
ま
す

」
と
や
っ
と
言
葉
が
出
た
。
こ

れ
で
万
事
休
す
。
私
の
一
生
は
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。父

は
数
日
後
、
久
留
米
の
野
砲
隊
（
第
十
二
師
団
）
に

入
隊
し
て
、
十
一
月
五
日
、
杭
州
湾
敵
前
上
陸
戦
に
参

加
、
一
路
南
京
に
向
か
っ
て
の
進
撃
で
あ
り
ま
し
た
。
転

校
し
た
小
学
校
二
年
二
組
の
田
中
善
次
郎
先
生
は
、
教
室

の
後
の
黒
板
に
大
陸
の
地
図
を
貼
っ
て
、
日
本
軍
の
占
領

地
に
小
さ
い
日
の
丸
の
旗
を
立
て
て
、
そ
の
月
日
の
記
入

を
私
に
さ
せ
ま
し
た
。

叔
父
で
あ
る
鍼
灸
の
先
生
は
、
学
校
の
成
績
が
良
け
れ

ば
上
級
校
へ
進
学
さ
せ
る
望
み
が
あ
る
の
か
な
、
と
暇
を

見
付
け
て
は
勉
強
を
し
た
。
二
学
期
に
は
国
語
の
「
諸
葛

孔
明
の
詩
」
を
全
部
暗
記
が
で
き
た
の
で
、
六
年
二
組
の

教
室
で
、
ま
た
帰
っ
て
は
叔
父
宅
の
皆
の
前
で
暗
唱
を
し

て
み
せ
ま
し
た
。
他
の
学
科
も
す
べ
て
上
位
で
あ
り
、
さ

ら
に
頑
張
り
、
戦
地
の
父
に
負
け
ま
い
と
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
叔
父
は
こ
れ
を
認
め
ず
、
師
範
学
校
進
学
も
許

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
世
に
神
仏
は
い
な
い
の
か
、

涙
も
出
ま
せ
ん
。
じ
っ
と
我
慢
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

篤
農
家
の
一
人
息
子
の
関
君
と
は
、
絵
画
の
展
覧
会

で
、
私
が
天
賞
、
関
君
が
人
賞
で
入
賞
、
そ
の
後
二
人
は

仲
良
く
な
り
、
学
校
帰
り
に
は
関
君
宅
で
親
切
に
さ
れ
、

食
事
等
で
私
の
栄
養
源
と
な
り
、
心
身
共
に
世
話
に
な
り
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ま
し
た
。

私
は
父
が
「
中
支
戦
線
で
活
躍
中
」
と
の
軍
事
郵
便
を

見
て
、
部
隊
長
浅
野
中
佐
殿
に
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。

「
私
は
六
年
生
で
す
。
銃
後
の
小
国
民
と
し
て
毎
日
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
父
中
島
松
次
を
よ
ろ
し
く
、
一
日
も
早

い
凱
旋
を
待
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
よ
う
に
書
い
た
こ
と

を
記
憶
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
浅
野
部
隊
長
殿
よ
り
返
事

が
来
て
「
君
の
父
上
中
島
松
次
は
元
気
で
軍
務
に
服
し
て

い
る
、
銃
後
の
守
り
は
君
達
に
た
の
む
」
と
書
い
て
あ

り
、
高
等
科
二
年
の
卒
業
ま
で
は
帰
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
、
ひ
た
す
ら
願
っ
て
い
た
。
少
し
遅
れ
る
が
、
ま
だ
ま

だ
進
学
の
夢
を
持
ち
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

昭
和
十
五
年
の
五
月
、
海
南
島
警
備
を
最
後
に
父
は
召

集
解
除
と
な
り
、
無
事
帰
郷
し
ま
し
た
。
私
の
期
待
と
裏

腹
に
そ
の
ま
ま
「
引
き
続
き
徒
弟
生
活
継
続
せ
よ
」
と
言

わ
れ
、
余
儀
な
く
続
け
ざ
る
を
得
ず
、
最
後
の
希
望
も
絶

た
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
四
年
修
業
に
取
り
組
ん
だ
。
何
人

も
の
人
が
弟
子
見
習
に
来
て
は
三
カ
月
で
帰
る
人
が
あ

り
、
ま
た
一
年
余
り
修
業
し
て
い
た
が
、
中
断
し
て
帰
る

者
、
何
人
も
の
退
去
者
を
こ
の
眼
で
見
て
い
る
私
は
、
自

分
は
辛
抱
で
き
る
か
？

と
、
自
問
自
答
の
毎
日
で
あ
っ

た
。患

者
さ
ん
は
朝
早
く
か
ら
多
く
、
夜
十
二
時
ま
で
は
普

通
で
あ
る
。
松
下
鍼
灸
院
の
看
板
を
「
時
局
療
院
」
と
書

き
変
え
て
「
出
征
家
族
に
は
半
額
、
六
十
五
歳
以
上
の
方

は
敬
老
券
発
行
」
と
し
た
た
め
連
日
大
多
忙
、
叔
父
に
代

わ
っ
て
往
診
に
出
か
け
る
こ
と
も
多
く
な
る
。
早
目
に
終

わ
っ
て
帰
る
途
中
、
帳
面
に
書
い
た
解
答
集
の
メ
モ
を
取

り
出
し
、
外
で
三
十
分
位
暗
記
し
て
帰
宅
し
て
い
た
。
叔

父
で
あ
る
先
生
は
、
私
を
い
つ
ま
で
も
使
用
人
と
し
て
止

め
お
き
、
早
い
試
験
合
格
を
嫌
う
の
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
戦
争
は
激
し
く
な
り
、
軍
需
品
大
生
産
の
た

め
昭
和
十
七
年
十
月
二
十
五
日
、
第
九
次
国
民
徴
用
令
状

が
来
た
。
叔
父
は
怒
り
、
各
村
長
を
尋
ね
令
状
の
撤
回
を

求
め
た
。
し
か
し
何
の
役
に
も
立
た
な
か
っ
た
。
私
は
、
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海
軍
軍
属
と
し
て
、
佐
世
保
海
軍
工
廠
造
兵
部
水
雷
科
に

入
廠
し
た
。
当
日
直
ち
に
佐
世
保
市
山
之
田
の
工
員
宿
舎

に
入
り
、
作
文
と
口
頭
試
問
が
あ
り
、
海
軍
軍
属
二
等
企

画
工
員
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

昭
和
十
七
年
十
二
月
初
め
、
魚
雷
専
門
の
佐
世
保
海
軍

工
廠
川
棚
分
工
場
の
作
業
係
と
し
て
転
出
し
た
。
東
洋
一

の
魚
雷
工
場
の
配
置
図
、
第
一
工
場
よ
り
第
三
機
械
仕
上

工
場
、
精
密
工
場
、
鑄
造
工
場
、
部
品
倉
庫
、
本
部
事
務

所
、
守
衛
室
、
医
務
室
、
炊
事
室
の
位
置
詳
細
図
面
、
九

一
式
空
中
水
雷
の
極
秘
図
面
一
切
と
、
保
管
倉
鍵
全
部
を

私
に
一
任
さ
れ
、
上
司
は
海
軍
部
員
殿
（
海
軍
技
術
将

校
）
で
、
海
軍
中
尉
か
少
尉
の
方
ば
か
り
で
、
普
通
工
員

は
私
一
人
で
あ
っ
た
。

仕
事
は
図
面
の
貸
出
（
約
三
千
部
品
）
と
、
収
納
の
時

間
と
氏
名
（
組
長
以
上
）
を
記
載
し
て
、
作
業
命
令
券
発

行
、
艦
政
本
部
よ
り
の
指
令
電
話
の
内
容
を
記
入
し
、
直

ち
に
上
司
に
報
告
す
る
。

昼
夜
連
続
の
大
生
産
で
あ
り
、
五
時
間
、
六
時
間
残
業

は
全
員
誰
で
も
す
る
。
徹
夜
残
業
の
場
合
二
十
四
時
勤

務
。
便
所
、
食
事
が
短
時
間
許
さ
れ
、
こ
れ
が
三
日
位
続

い
た
ら
体
調
も
お
か
し
く
な
る
激
務
ぶ
り
。
一
本
の
魚
雷

と
二
十
人
の
工
員
の
命
と
引
換
え
だ
と
噂
さ
れ
て
い
た
。

私
は
徹
夜
残
業
の
時
、
毛
布
を
か
ぶ
っ
て
十
分
か
二
十

分
の
仮
眠
作
業
服
の
ま
ま
で
直
ぐ
起
こ
さ
れ
る
。
責
任
あ

る
仕
事
で
一
人
の
み
の
超
勤
務
で
あ
っ
た
。
遂
に
、
昭
和

十
八
年
九
月
、
発
熱
悪
寒
、
食
欲
な
く
受
診
し
な
が
ら
勤

め
て
い
た
が
、
肺
結
核
と
診
断
さ
れ
入
院
。
薬
も
な
く
転

地
療
養
と
な
り
、
有
田
の
実
家
に
戻
っ
た
。

有
田
町
長
林
平
次
殿
に
相
談
申
し
た
が
適
当
な
病
院
も

な
く
、
方
面
員
（
現
民
生
委
員
）
に
お
伺
い
し
た
ら
「
近

頃
の
若
い
者
は
気
合
が
足
り
な
い
」
と
言
っ
て
話
に
な
ら

な
い
。
町
の
噂
で
は
、
そ
の
頃
、
町
に
も
医
者
や
病
院
が

無
い
の
で
、
九
州
大
学
よ
り
先
生
が
時
々
来
て
お
ら
れ
る

話
を
聞
い
た
。

毎
週
日
曜
日
に
町
の
避
病
院
に
九
大
医
学
部
楠
内
科
よ

り
来
て
い
る
と
の
こ
と
を
確
か
め
、
早
速
受
診
し
た
ら

「
精
密
検
査
が
必
要
で
あ
る
」
と
日
時
を
決
め
ら
れ
た
の

で
九
大
に
伺
っ
て
み
た
。
何
回
か
受
診
を
し
、
結
果
を
聞
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き
静
養
に
つ
と
め
て
い
た
。
灸
治
療
も
試
み
、
よ
も
ぎ
団

子
を
食
べ
た
り
し
て
早
く
体
力
を
つ
け
回
復
し
て
現
役
入

隊
を
夢
見
て
い
た
。

一
方
、
戦
況
は
日
毎
に
悪
化
の
傾
向
に
あ
り
、
東
條
内

閣
は
兵
員
補
充
の
た
め
か
、
現
役
一
年
繰
上
げ
徴
集
を
決

定
し
た
。
私
は
一
級
上
の
方
々
と
一
緒
に
徴
兵
検
査
を
う

け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
十
九
年
四
月
、
伊
万
里
町
で

徴
兵
検
査
、
病
気
療
養
中
で
、
体
格
等
差
は
第
二
乙
種
合

格
と
な
っ
た
。
本
来
な
ら
甲
種
合
格
で
あ
っ
た
と
思
い
残

念
で
あ
っ
た
。
養
生
中
に
鍼
灸
師
試
験
に
合
格
を
し
て
い

た
の
で
、
兵
科
は
衛
生
兵
と
な
り
申
告
さ
せ
ら
れ
た
。

喀

血

知
人
、
友
人
は
毎
日
召
集
さ
れ
出
陣
し
て
行
く
。
私

も
、
一
日
も
早
く
体
力
回
復
を
願
い
養
生
に
つ
と
め
て
い

た
。
八
月
二
十
五
日
、
役
場
よ
り
現
役
入
営
の
通
知
状
が

来
た
。「
昭
和
十
九
年
九
月
十
日
、
久
留
米
、
西
部
第
四

十
八
部
隊
に
入
営
せ
よ
」
と
記
入
し
て
あ
り
、
友
人
の
有

田
町
の
水
田
保
宅
を
訪
問
し
挨
拶
を
し
て
の
帰
途
、
大
き

な
咳
を
し
た
途
端
に
パ
ッ
と
赤
い
血
を
吐
い
た
。

八
月
二
十
八
日
十
五
時
頃
で
あ
っ
た
。
続
け
て
咳
が
出

る
。
血
が
止
ま
ら
な
い
、
恐
れ
て
い
た
喀
血
だ
。
白
い
ワ

イ
シ
ャ
ツ
が
赤
く
な
り
、
そ
の
場
に
坐
り
一
時
間
位
、
静

か
に
血
の
止
ま
る
の
を
待
っ
た
。
な
る
べ
く
安
静
を
と
心

に
誓
い
、
天
地
の
神
々
に
「
入
隊
ま
で
、
あ
と
十
四
日
間

を
生
か
し
て
下
さ
い
」
と
秘
か
に
祈
っ
た
。
い
つ
し
か
、

ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
血
の
赤
は
黒
く
な
っ
て
い
た
。
そ
の
間
、

誰
一
人
通
ら
ず
生
死
の
境
を
往
復
し
て
い
た
私
は
、
自
然

と
血
餅
が
出
血
を
止
め
た
の
か
、
咳
を
こ
ら
え
て
い
た
ら

血
が
で
な
く
な
っ
た
。
立
上
り
顔
を
地
面
に
向
け
た
ら
、

鼻
よ
り
血
塊
が
ど
ろ
り
と
出
た
。

や
っ
と
の
こ
と
で
家
に
た
ど
り
着
い
た
ら
母
が
居
て

「
誰
と
喧
嘩
し
た
か
」
と
激
し
く
問
う
が
答
え
ら
れ
ず
、

手
を
振
っ
て
「
紙
と
鉛
筆
」
を
と
何
回
書
い
て
も
判
ら
な

い
。
言
葉
を
出
せ
ば
出
血
す
る
の
で
、
手
で
合
図
し
て

や
っ
と
理
解
し
て
く
れ
た
。

母
は
近
所
の
松
尾
家
の
深
井
戸
の
水
が
冷
た
い
と
知
っ

て
、
急
ぎ
バ
ケ
ツ
一
杯
戴
い
て
来
て
、
胸
を
冷
し
て
く
れ
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少
し
楽
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
軽
い
咳
で
も
鮮
血
が
飛

ぶ
。
あ
あ
、
俺
は
一
体
入
隊
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
祖
国
存

亡
の
危
機
な
の
に
、
あ
と
一
週
間
、
五
日
間
生
き
て
い
た

い
。
入
隊
前
の
三
日
、
咳
を
お
さ
え
て
安
静
に
し
て
い
れ

ば
血
が
出
な
く
な
っ
た
。
病
院
に
も
行
か
ず
、
薬
一
服
も

呑
ま
ず
不
思
議
に
も
安
定
し
て
き
た
。
日
頃
不
信
仰
の
私

が
、
神
よ
、
仏
よ
と
、
複
雑
な
心
境
で
入
営
の
日
を
待
っ

た
。

現
役
入
営

九
月
九
日
、
母
は
朝
早
く
畑
の
甘
藷

サツマイモ
を
掘
っ
て
来
て
、

蒸
し
て
く
れ
て
「
食
べ
て
行
け
」
と
小
指
程
の
甘
藷
を
差

し
出
し
て
く
れ
た
の
で
、
口
に
入
れ
た
が
、
喉
を
や
っ
と

通
り
こ
し
た
。
母
も
こ
れ
が
、
生
死
の
別
れ
と
決
め
て
い

た
。
同
郷
の
久
部
、
相
馬
君
と
私
ら
三
人
は
、
多
数
の
歓

呼
の
声
に
見
送
ら
れ
出
発
し
た
。

久
留
米
市
内
の
宿
は
明
日
の
入
隊
者
で
満
員
だ
っ
た
。

祖
国
の
為
「
一
死
報
国
」
を
誓
い
同
宿
の
人
々
と
、
一
夜

を
仲
良
く
語
り
合
い
、
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
、
な
か
な

か
寝
付
か
れ
ぬ
夜
で
あ
っ
た
。

翌
十
日
朝
、
西
部
第
八
十
四
部
隊
の
営
庭
は
新
入
隊
者

の
群
で
埋
っ
て
い
た
。「
聞
け
、
伝
染
病
地
域
か
ら
来
た

者
は
前
へ
出
ろ
」「
私
物
は
す
ぐ
小
包
に
ま
と
め
宛
名
住

所
氏
名
を
書
い
て
一
個
所
に
集
め
る
」「
全
員
駈
足
で
身

体
検
査
場
へ
」「
身
上
調
書
は
直
ぐ
書
け
」「
精
密
検
査
の

必
要
な
者
集
合
」。
血
沈
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
喀
痰
検
査
の

結
果
の
出
る
ま
で
集
合
さ
せ
る
。

さ
て
、
私
を
軍
医
殿
が
胸
部
聴
診
し
て
い
て
頭
を
傾
け

ら
れ
た
が
「
よ
し
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
こ
れ
で
帝
国
軍

人
に
な
れ
た
。
祖
国
の
た
め
命
は
惜
し
く
な
い
と
覚
悟
し

た
。

衛
生
教
育
隊
通
修

直
ち
に
第
六
中
隊
に
編
入
。
入
口
に
「
剣
術
優
秀
中

隊
」
の
看
板
が
大
き
い
、
一
カ
月
間
執
銃
訓
練
、
起
居
は

本
科
（
歩
兵
）
と
同
内
務
班
、
厳
し
い
指
導
の
先
輩
が

待
っ
て
い
る
。
心
配
し
て
い
た
体
調
も
次
第
に
回
復
、
神

仏
に
感
謝
し
、
戦
友
達
に
も
負
け
ぬ
そ
の
気
持
ち
も
大
き

く
ふ
く
ら
ん
だ
。

第
六
中
隊
第
五
内
務
班
は
、
歩
兵
・
衛
生
兵
の
初
年
兵
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が
約
二
十
人
、
古
兵
は
兵
長
殿
は
じ
め
二
十
五
人
位
、
合

計
四
十
五
人
程
で
あ
っ
た
。
朝
礼
、
点
呼
、
銃
剣
術
、
朝

食
、
食
缶
返
納
、
掃
除
、
銃
剣
手
入
れ
、
通
修
整
列
、
つ

ま
り
、
早
飯
、
早
糞
、
早
走
り
、
他
の
者
よ
り
一
秒
で
も

早
い
者
が
勝
ち
で
あ
る
。
朝
食
当
番
が
飯
・
汁
を
つ
ぎ
終

わ
り
、
週
番
上
等
兵
殿
が
「
よ
し
」
と
合
図
が
な
け
れ
ば

食
器
に
手
を
ふ
れ
ら
れ
な
い
し
、
盛
付
け
の
多
い
の
を
注

目
し
て
い
る
。

そ
の
す
き
に
、
雑
巾
七
枚
の
う
ち
一
枚
を
素
早
く
軍
衣

の
下
に
か
く
し
お
き
、
合
図
と
同
時
に
飯
に
汁
を
か
け
一

気
に
呑
み
込
ん
だ
。
直
ち
に
廊
下
を
駈
け
足
で
雑
巾
が

け
、
折
り
返
し
て
い
る
時
、
二
番
手
が
五
班
を
出
発
し
て

い
る
。
私
は
、
五
班
到
着
と
同
時
に
「
よ
ー
し
、
中
島
交

替
せ
よ
」
の
掛
け
声
で
、
ド
ロ
ド
ロ
の
雑
巾
を
次
の
戦
友

に
渡
す
。
ホ
ウ
キ
か
バ
ケ
ツ
、
塵
取
り
、
何
で
も
握
っ
て

い
る
者
は
よ
い
が
、
手
ぶ
ら
な
者
は
古
兵
殿
よ
り
ビ
ン
タ

が
飛
ぶ
。

銃
剣
術
の
間
、
𥡴
古
も
、
木
銃
は
充
分
あ
る
が
防
具
が

七
組
だ
け
で
、
防
具
取
り
の
争
奪
戦
は
す
さ
ま
じ
い
。
半

分
防
具
を
付
け
て
い
る
と
、
古
兵
よ
り
直
突
き
一
本
で

ひ
っ
く
り
返
さ
れ
、
起
き
上
が
れ
な
い
程
痛
い
目
に
会

う
。ち

ょ
っ
と
で
よ
い
か
ら
足
り
な
い
防
具
を
貸
し
て
も
ら

い
、
型
の
訓
練
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ゆ
っ
く
り
着

て
い
る
と
、
一
人
も
居
な
く
な
り
整
列
点
呼
が
始
ま
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
行
動
に
よ
り
、
機
敏
で
、
困
苦
に
耐

え
る
兵
隊
が
仕
上
が
っ
て
い
く
。
軍
隊
へ
入
っ
た
殆
ど
の

者
が
体
験
す
る
の
で
あ
る
。

次
に
具
体
的
に
衛
生
教
育
、
約
三
百
人
が
受
講
し
た
。

毎
日
衛
生
教
程
通
り
、
解
剖
・
生
理
・
病
理
・
衛
生
学
・

救
急
法
・
看
護
法
・
担
架
演
習
・
医
療
器
具
取
扱
・
医
薬

品
取
扱
・
演
習
参
加
、
講
演
、
病
室
勤
務
等
々
、
他
部
隊

の
者
に
負
け
な
い
よ
う
に
他
の
中
隊
の
者
に
遅
れ
を
取
ら

ぬ
よ
う
他
の
者
よ
り
一
歩
先
に
出
る
こ
と
が
す
べ
て
の
、

学
科
・
実
技
と
も
競
争
は
熾
烈
を
極
め
た
。
今
す
ぐ
に
戦

地
に
派
遣
さ
れ
て
も
衛
生
勤
務
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
教

官
も
熱
心
だ
っ
た
。
成
績
は
序
列
、
進
級
に
直
接
関
係
す

る
、
毎
日
が
緊
張
の
連
続
で
あ
っ
た
。
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病
理
か
、
解
剖
の
担
当
教
官
か
、
九
大
医
学
部
楠
内
科

の
竹
末
先
生
で
、
私
が
結
核
の
時
、
世
話
に
な
っ
た
先
生

で
し
た
。
ま
さ
に
地
獄
で
仏
に
会
っ
た
気
持
ち
で
あ
る
。

竹
末
教
官
は
「
君
は
鍼
灸
師
の
資
格
者
だ
か
ら
助
手
と
し

て
勤
務
せ
よ
」
と
言
わ
れ
た
。
通
修
も
三
カ
月
経
過
し
一

期
の
検
閲
が
来
た
。
大
半
は
一
時
帰
休
兵
と
し
て
帰
郷
し

た
。我

々
は
各
部
隊
の
各
中
隊
付
衛
生
兵
と
し
て
分
散
勤
務

に
つ
い
た
。
私
は
入
隊
当
時
よ
り
一
緒
で
あ
っ
た
高
祖
君

と
同
じ
久
留
米
西
部
第
百
四
十
八
部
隊
通
信
中
隊
付
衛
生

兵
と
し
て
配
属
さ
れ
、
部
隊
付
医
務
室
勤
務
を
命
ぜ
ら

れ
、
私
は
診
断
勤
務
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
年
一
月
十
日
、
現
役
兵
が
こ
ん
な
に
い
る
か

と
思
う
程
に
奉
公
袋
を
下
げ
て
営
庭
に
整
然
と
並
ん
で
い

る
。
早
速
初
仕
事
、
三
千
人
位
の
入
営
者
を
さ
ば
き
、
各

部
隊
の
誘
導
兵
に
渡
す
。
伝
染
病
地
域
よ
り
の
入
隊
者
は

列
外
に
、
要
精
密
検
査
の
者
、
即
日
帰
郷
者
の
旅
費
支
給

は
早
く
退
去
を
、
召
集
は
出
戦
要
員
よ
り
多
く
集
め
て
い

る
た
め
、
即
日
帰
郷
者
が
あ
っ
て
も
編
成
に
支
障
は
な

い
。
少
し
余
る
の
が
普
通
で
各
中
隊
に
分
散
し
て
し
ま
う

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

軍
医
殿
よ
り
診
断
の
結
果
「
不
合
格
」
を
宣
言
さ
れ
る

と
、
床
に
手
を
つ
け
て
「
軍
医
殿
、
私
を
是
非
入
隊
さ
せ

て
下
さ
い
」
と
号
泣
す
る
者
。
ま
た
、「
私
は
昔
、
肋
膜

を
し
ま
し
た
の
で
軍
務
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
」

と
、
細
々
と
し
た
声
で
訴
え
る
者
に
軍
医
は
「
合
格

」

と
宣
言
さ
れ
た
。「
昔
、
楠
正
成
は
、
肺
を
患
い
血
を
吐

き
な
が
ら
戦
場
に
お
も
む
い
た
。
お
前
は
固
ま
っ
て
い
て

心
配
な
い
」
と
、
付
け
加
え
た
。

私
は
、
高
級
軍
医
殿
の
最
終
判
定
の
指
示
通
り
種
別
の

ゴ
ム
印
を
押
す
任
務
で
あ
っ
た
。
そ
の
報
告
書
は
各
県
、

連
隊
区
に
送
達
さ
れ
る
。
不
合
格
者
で
も
、
ま
た
召
集
が

来
る
。
召
集
日
に
間
に
合
わ
ず
、
満
州
、
大
連
あ
た
り
か

ら
の
遅
延
入
隊
者
も
数
多
く
あ
っ
た
。

戦
況
は
ま
す
ま
す
逼
迫
し
、
合
格
の
範
囲
も
拡
大
さ

れ
、
四
月
に
入
り
、
召
集
者
が
、
東
海
・
北
陸
・
関
西
・
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四
国
・
中
国
と
、
九
州
地
方
以
外
の
令
状
が
多
く
な
り
、

基
幹
要
員
は
九
州
人
で
、
他
の
者
は
各
地
出
身
者
で
編
成

さ
れ
、
学
校
・
寺
・
神
社
に
集
合
し
、
一
晩
で
ど
こ
と
な

く
出
発
し
て
い
な
く
な
る
。
次
の
朝
も
営
庭
に
溢
れ
る
ほ

ど
召
集
兵
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

連
日
の
大
動
員
、
二
千
人
よ
り
三
千
人
、
四
種
混
合
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
注
射
、
針
が
曲
が
り
こ
れ
を
直
し
て
煮
沸

消
毒
、
医
務
室
内
は
狭
く
て
外
庭
に
机
を
出
し
て
、
各
中

隊
の
名
簿
を
引
き
合
わ
せ
て
実
施
中
に
、
年
末
一
時
帰
休

の
同
年
兵
が
混
じ
っ
て
い
た
が
、
我
々
は
星
が
一
つ
増
え

て
古
兵
殿
で
あ
る
。
白
衣
を
着
て
大
量
の
召
集
兵
を
て
き

ぱ
き
捌
く
の
を
見
て
い
て
溜
息
が
聞
こ
え
た
。
で
も
、
明

日
の
命
は
誰
に
も
判
ら
な
い
。
召
集
の
同
年
兵
等
は
今
夜

は
南
方
方
面
に
出
発
で
あ
る
。

忙
中
閑
あ
り
で
ち
ょ
っ
と
暇
が
あ
れ
ば
班
長
殿
の
腰
を

揉
み
、
巻
脚
絆
を
取
り
上
げ
て
い
た
頃
、
私
の
話
が
中
隊

殿
へ
、
更
に
は
部
隊
長
殿
へ
と
伝
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
っ

た
。

部
隊
長
殿
よ
り
の
お
呼
び
出
し

一
期
の
検
閲
前
の
頃
、
あ
る
日
、
班
長
殿
が
「
中
島
、

部
隊
長
殿
が
お
呼
び
だ
ぞ
」「
直
ぐ
に
本
部
へ
行
け
」
と

言
わ
れ
本
部
ま
で
急
ぎ
行
っ
た
。「
衛
生
兵
、
中
島
富
夫

参
り
ま
し
た
」
部
隊
長
殿
は
「
以
前
馬
よ
り
落
ち
て
腰
が

痛
い
、
治
る
か
」「
ハ
イ
、
治
る
で
あ
り
ま
す
。
寝
台
に

伏
臥
し
て
下
さ
い
」
と
、
腰
背
部
を
触
診
し
て
軽
く
按
摩

を
施
し
た
。「
で
き
れ
ば
鍼
治
療
を
し
た
ら
よ
い
と
思
い

ま
す
」
部
隊
長
殿
の
お
顔
を
真
っ
直
に
は
見
ら
れ
な
い
神

様
級
の
方
の
腰
痛
治
療
を
頼
ま
れ
て
光
栄
で
あ
る
。
鍼
灸

師
の
免
許
は
本
当
に
有
り
難
く
貴
重
な
資
格
で
あ
っ
た
。

「
で
は
鍼
を
せ
よ
」
で
あ
る
。「
鍼
灸
治
療
具
を
取
り

に
佐
賀
へ
行
き
ま
す
」
と
答
え
、
公
用
腕
章
と
外
泊
許
可

証
が
用
意
し
て
あ
っ
た
。
班
内
の
古
兵
は
勿
論
の
こ
と
中

隊
事
務
室
の
係
官
ま
で
「
中
島
用
件
は
何
か
、
単
な
る
按

摩
の
み
で
な
い
。
何
か
が
あ
る
。
あ
る
い
は
部
隊
長
殿
の

親
類
か
」「
鍼
治
療
具
を
取
り
に
参
り
ま
す
」。
何
回
説
明

し
て
も
聞
い
て
く
れ
な
い
が
、
個
人
的
な
制
裁
の
ゲ
ン
コ

ツ
が
班
全
体
激
減
し
た
。
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そ
の
後
も
部
隊
長
室
を
再
三
訪
問
し
た
。
あ
る
日
、
班

長
が
私
に
静
か
に
近
づ
き
「
中
島
、
今
日
も
お
部
屋
へ
行

く
か
、
今
直
ぐ
行
け
」
と
の
こ
と
、
今
日
部
隊
長
殿
は
出

張
不
在
を
私
は
知
っ
て
い
た
が
、
班
長
殿
の
声
が
、
何
か

あ
る
と
、
サ
ッ
と
班
を
出
て
便
所
に
一
時
間
以
上
も
入
っ

て
い
た
。

や
っ
と
臭
い
所
か
ら
解
放
さ
れ
内
務
班
に
戻
っ
た
ら
、

嵐
の
跡
で
あ
っ
た
。
古
兵
一
同
か
ら
、
初
年
兵
全
員
往
復

ビ
ン
タ
の
後
は
、
手
箱
、
整
頓
棚
は
木
銃
で
ひ
っ
く
り
返

さ
れ
、
班
全
員
、
沈
黙
の
真
っ
只
中
の
時
、「
只
今
、
中

島
帰
り
ま
し
た
」
シ
ー
ン
と
し
て
い
る
。
腫
れ
上
が
っ
た

顔
を
部
隊
長
殿
に
見
ら
れ
て
は
内
務
班
の
恥
、
気
合
を
入

れ
る
の
に
内
務
班
の
し
き
た
り
で
あ
る
が
、
班
長
殿
の
私

に
対
す
る
思
い
や
り
で
あ
っ
た
と
感
じ
た
。
部
隊
の
規
則

に
は
「
私
的
制
裁
の
禁
止
」
と
大
書
き
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。

何
回
も
部
隊
長
室
に
出
入
り
す
る
う
ち
雑
談
を
さ
れ
る

の
で
御
返
事
申
し
上
げ
て
い
た
。
私
は
念
願
の
心
中
に
秘

め
て
い
た
「
特
攻
志
願
」
を
申
し
出
た
。
部
隊
長
殿
は
、

少
し
顔
を
ゆ
る
め
て
「
お
前
が
一
人
で
戦
局
が
急
に
好
転

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
よ
く
考
え
て
お
く
」
と
重
要
な

言
葉
を
頂
い
た
。

入
営
す
る
時
か
ら
、
国
の
た
め
な
ら
一
身
を
捧
げ
た
い

と
思
っ
て
い
た
。
一
期
の
検
閲
頃
に
希
望
任
地
調
べ
が
あ

り
、
満
州
・
北
支
・
中
支
・
南
支
・
南
方
の
五
地
域
を
示

さ
れ
、
中
支
と
南
方
を
希
望
し
た
。
衛
生
兵
は
中
隊
付
が

二
人
で
あ
り
、
全
域
の
各
地
に
分
散
勤
務
す
る
。
満
州
要

員
と
し
て
渡
満
す
る
者
、
各
々
召
集
部
隊
の
隊
付
と
し
て

三
々
五
々
任
務
に
つ
く
。
防
疫
給
水
班
要
員
と
し
て
任
地

不
明
、
地
方
で
開
業
の
病
医
院
の
先
生
方
も
大
動
員
に
応

召
入
隊
さ
れ
各
部
隊
に
配
属
さ
れ
る
。

昭
和
二
十
年
三
月
初
め
、
陸
軍
衛
生
一
等
兵
に
進
級
し

た
。
精
勤
章
が
左
腕
に
一
本
輝
い
て
い
た
。
そ
の
直
後
に

中
隊
事
務
室
よ
り
緊
急
呼
出
し
を
受
け
、
近
衛
歩
兵
連
隊

要
員
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
直
ち
に
戦
地
希
望
を
何

回
も
申
し
上
げ
辞
退
し
た
。
係
の
方
は
「
直
接
天
皇
を
守

る
近
衛
兵
だ
、
村
に
一
人
か
二
人
の
名
誉
の
選
抜
で
あ
る
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ぞ
」
と
、
親
切
な
ご
説
明
で
あ
っ
た
が
、
部
隊
長
殿
に
特

攻
志
願
を
申
し
出
て
い
る
旨
を
申
し
上
げ
て
事
務
室
を
出

た
。間

も
な
く
、
同
年
兵
の
森
勲
君
が
呼
び
出
さ
れ
一
発
快

答
「
中
島
、
俺
が
行
く
ぞ
」
と
、
三
月
八
日
出
発
も
決
定

し
、
森
君
の
母
親
が
面
会
に
来
訪
さ
れ
、
私
も
白
い
握
り

飯
を
頂
い
た
。

三
月
十
日
陸
軍
記
念
日
、
東
京
到
着
の
深
夜
、
東
京
大

空
襲
が
あ
り
、
森
君
は
紅
蓮
の
炎
の
中
を
や
っ
と
脱
出
、

消
火
作
業
と
救
出
に
あ
た
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
久
し
ぶ
り

有
田
よ
り
便
が
来
、
急
ぎ
開
封
も
も
ど
か
し
く
読
ん
で
驚

い
た
。
父
松
次
に
召
集
令
状
が
来
て
、
唐
津
港
ま
で
家
族

で
見
送
り
、
現
在
は
朝
鮮
木
浦
付
近
に
勤
務
中
で
あ
る
と

の
内
容
で
あ
る
。
我
が
有
田
町
で
、
親
子
軍
隊
に
行
っ
た

家
は
、
他
に
一
軒
あ
る
と
書
い
て
あ
る
。
何
も
な
い
我
が

家
か
ら
親
子
二
人
と
も
戦
争
の
先
頭
に
立
ち
、
残
っ
て
い

る
母
と
小
さ
い
弟
妹
の
こ
と
が
心
配
に
な
っ
て
き
た
。
未

曾
有
の
国
難
で
あ
り
、
あ
と
は
死
力
を
尽
く
す
の
み
と
、

奥
歯
を
嚙
み
締
め
な
が
ら
、
敵
愾
心
益
々
旺
盛
と
な
る
。

部
隊
本
部
も
若
干
の
留
守
要
員
を
残
し
て
大
部
分
は
山

中
に
構
築
中
の
仮
兵
舎
に
移
り
、
本
土
決
戦
に
備
え
て
防

空
壕
掘
り
が
毎
日
で
あ
っ
た
。
釘
・
ト
タ
ン
・
材
料
、
岩

を
掘
る
ノ
ミ
等
、
道
具
・
材
料
の
収
集
の
た
め
、
外
泊
許

可
を
与
え
ら
れ
、
民
間
よ
り
材
料
、
資
材
集
め
、
早
く
堅

固
な
陣
地
を
完
成
し
た
い
。

一
方
、
食
糧
自
給
の
た
め
、
演
習
場
、
射
撃
場
、
国
有

地
、
河
川
敷
ど
こ
で
も
開
墾
し
、
農
家
出
身
者
は
甘
藷
苗

床
作
り
、
我
々
は
「
種
イ
モ
証
明
書
」
持
参
し
て
各
農
家

に
お
願
い
し
て
集
め
て
廻
っ
た
。

国
を
挙
げ
て
国
難
に
あ
た
る
大
動
員
の
毎
日
で
、
三
月

中
旬
頃
よ
り
続
々
大
量
の
召
集
兵
は
営
庭
を
埋
め
、
第
二

国
民
兵
、
兵
役
義
務
ぎ
り
ぎ
り
の
四
十
五
歳
、
中
学
生

（
五
年
生
）、
入
院
中
の
患
者
そ
の
他
で
、
列
車
の
切
符
も

入
手
困
難
、
大
阪
よ
り
夜
行
列
車
で
来
た
と
い
う
召
集
兵

は
肩
よ
り
一
升
瓶
を
袋
に
入
れ
て
、
雑
の
う
は
炒
大
豆
を

入
れ
て
い
た
。
ふ
と
見
上
げ
た
桜
、
今
年
は
花
も
咲
か
な

い
の
で
は
と
思
っ
て
見
る
と
、
二
、
三
の
蕾
が
咲
き
か
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け
、
我
々
を
激
励
し
て
い
る
が
如
く
見
え
た
。「
撃
ち
て

し
止
ま
ん
、
鬼
畜
米
英
」、
全
員
が
敵
愾
心
に
燃
え
て
い

た
。い

よ
い
よ
、
内
地
各
地
の
大
空
襲
が
始
ま
る
の
で
あ

り
、
私
は
、
特
攻
志
願
も
認
め
ら
れ
た
か
否
か
を
思
い
、

一
日
も
早
く
戦
場
へ
の
出
動
を
待
ち
望
ん
で
い
た
。
し
か

し
、
内
地
の
空
襲
は
激
し
く
な
り
、
本
土
防
衛
が
緊
急
の

大
事
と
な
り
、
内
外
地
の
区
別
も
無
く
な
っ
て
来
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
が
、
文
字
通
り
、
戦
地
外
戦
務
と
な
る

の
で
あ
る
。

（
一
）
終
わ
り
・
続
く

私
の
人
生
記
録

と
し
て
の
軍
隊
と
は

岐
阜
県

堂

前

寅

次

若
い
時
の
苦
労
は
買
っ
て
で
も
せ
よ
、
と
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
昔
の
人
は
い
い
こ
と
を
遺
し
て
く
れ
た
も
の
だ

と
、
年
を
と
っ
た
今
、
つ
く
づ
く
思
い
返
し
て
い
ま
す
。

そ
の
私
の
歩
ん
で
き
た
道
の
中
で
の
苦
労
と
言
え
ば
、

軍
隊
生
活
が
、
一
番
先
に
頭
に
浮
か
ん
で
来
ま
す
。
そ
こ

で
、
こ
の
軍
隊
の
思
い
出
を
、
作
家
で
も
な
い
一
市
井
人

の
私
が
、
苦
労
の
体
験
の
一
部
を
記
録
し
て
み
よ
う
と

思
っ
た
の
は
、
四
十
歳
を
遙
か
に
過
ぎ
て
か
ら
で
あ
り
ま

し
た
。

私
は
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
、
岐
阜
県
の
旧
家
に

生
ま
れ
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
、
学
校
を
卒
業
し
ま

し
た
が
、
田
舎
の
農
家
で
は
現
金
収
入
の
道
は
な
く
、
鉄

道
工
事
、
土
木
工
事
の
手
伝
い
な
ど
し
、
ト
ン
ネ
ル
工
事

終
了
ま
で
、
一
年
余
り
を
無
事
に
務
め
、
一
カ
月
の
給
料

十
五
円
を
も
っ
て
、
母
に
渡
し
た
ら
、
涙
を
流
し
て
喜
ん

で
く
れ
、
早
速
、
袋
の
ま
ま
神
棚
に
お
供
え
し
て
か
ら

「
有
難
う
、
こ
の
お
金
で
、
お
前
の
『
銘
仙
の
着
物
』
を

作
る
ん
だ
」
と
、
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
、
今
ま
で
、
父
母
を
何
と
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た

し
、
た
だ
空
気
の
よ
う
な
も
の
で
、
当
り
前
の
よ
う
に
何

気
な
く
考
え
て
い
ま
し
た
の
に
、
こ
ん
な
こ
と
で
喜
ん
で
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